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一
般
質
問

ニコニコ笑顔でこんにちは！（原町区）

グ
が
当
た
り
前
と
、
習
慣

づ
け
て
い
く
基
礎
づ
く
り

が
今
大
事
と
考
え
る
。
簡

単
に
測
定
で
き
る
方
法
も

あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を

伺
う
。

答　

非
破
壊
式
測
定
装
置

に
つ
い
て
は
、
今
後
県
に

要
望
を
重
ね
な
が
ら
、
拡

大
を
す
る
方
向
で
進
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問　

少
子
化
に
歯
ど
め
を

か
け
る
施
策
と
し
て
、
出

産
祝
金
の
支
給
再
開
や
出

産
を
祝
う
事
業
の
実
施
等

の
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答　

出
産
祝
金
の
支
給
等

の
事
業
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
家
庭
の
経
済
的
な
支

援
の
ほ
か
に
、
市
が
心
か

ら
出
産
を
お
祝
い
す
る
と

い
う
気
持
ち
を
伝
え
て
い

く
視
点
か
ら
、
今
後
前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

放
射
能
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

つ
い
て

問　

食
品
放
射
線
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
本

市
は
し
っ
か
り
取
り
組
ま

れ
て
き
た
と
理
解
し
て
い

る
。
食
料
は
命
の
源
で
あ

り
、
し
っ
か
り
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
す
る
事
が
基
礎
で

あ
る
。
今
後
も
市
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
継
続
し
拡
張
す
る
考

え
は
あ
る
か
伺
う
。

答　

市
内
各
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
等
で
実
施
し
て
い

る
自
家
消
費
野
菜
等
の
検

査
で
は
、
昨
年
度
６
千
172

件
、
地
産
の
主
要
農
産
物

で
は
１
千
581
件
を
検
査
し

た
。
今
後
も
検
査
を
継
続

し
、
市
民
の
利
用
を
促
し

て
食
に
対
す
る
安
全
・
安

心
の
確
保
に
努
め
、
需
要

に
応
じ
て
検
査
場
所
に
つ

い
て
は
対
応
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

問　

市
民
が
モ
ニ
タ
リ
ン

質問を終えて

　これからが正念場です。先を見
据えて、しっかりした基礎づくり
が必要である。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
装
置
の
増
設
は

❷ 

市
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を

❸ 

街
路
灯
の
３
区
統
一
に

向
け
て

長
を
勤
め
て
い
た
こ
の
人
物

は
、
本
市
へ
の
債
務
不
履
行

が
明
白
と
な
っ
た
昨
年
５
月

末
に
突
然
退
社
し
て
い
る

が
、
市
長
は
辞
め
る
理
由
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
は
。

答　

退
社
の
報
告
は
あ
っ

た
が
、
辞
め
る
理
由
を
問

い
質
す
必
要
性
は
感
じ
な

か
っ
た
。

問　

Ｇ
Ｍ
Ｇ
社
が
か
ね
て

係
争
中
だ
っ
た
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
社
に
、
昨
年
10
月
全

面
敗
訴
の
情
報
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
本
市
と
の
契
約
解

除
の
時
期
を
今
年
３
月
末

ま
で
先
送
り
し
た
の
は
不

可
解
。
今
年
１
月
の
市
長

問　

Ｇ
Ｍ
Ｇ
社
と
締
結
し

た
立
地
協
定
と
土
地
売
買
契

約
は
、本
市
が
解
除
を
通
知
。

相
手
企
業
は
異
議
を
申
立

て
、
紛
争
に
発
展
す
る
様
相

だ
。
用
地
売
却
に
主
体
的
に

関
わ
っ
た
市
長
と
し
て
、
結

果
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　

立
地
が
実
現
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
全
く
残
念
。

今
後
と
も
全
力
で
企
業
立

地
に
取
組
ん
で
い
く
。

問　

立
地
交
渉
の
代
理
人

Ｋ
氏
は
市
長
の
い
と
こ
で
、

社
長
か
ら
用
地
選
定
を
含

め
、
全
権
を
委
任
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
、
市
長
面
談
メ
モ

か
ら
伺
え
る
。
建
設
準
備
室

そ
の
他
の
質
問

❶ 

契
約
解
除
後
の
対
応
と

今
後
の
見
通
し
は

❷ 

Ｇ
Ｍ
Ｇ
問
題
の
原
因
解

明
と
再
発
防
止
を

選
挙
へ
の
悪
影
響
を
懸
念

し
て
の
こ
と
か
。

答　

あ
く
ま
で
立
地
推
進

を
め
ざ
し
た
対
応
で
あ

り
、
質
問
者
の
感
覚
と
は

違
う
。

問　

市
有
財
産
の
管
理
責

任
を
負
う
市
長
が
、
自
ら

下
し
た
意
思
決
定
が
、
結

果
と
し
て
本
市
に
大
き
な

打
撃
と
な
っ
た
こ
と
に
、

一
言
の
反
省
の
弁
も
な
い

の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

答　

企
業
側
の
事
情
と
は

い
え
、
残
念
な
思
い
だ
。

質問を終えて
　本市は土地の引き渡し
債務の不存在確認を求め
て提訴。今後は損害賠償
請求訴訟に移行する。

子
供
を
産
み

子
供
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
を
！

育
て
ら
れ
る
環
境
を
！

Ｇ
Ｍ
Ｇ
問
題
の

Ｇ
Ｍ
Ｇ
問
題
の

真
相
解
明
を
求
め
る

真
相
解
明
を
求
め
る

田
中 

京
子 

議
員

鈴
木 

昌
一 

議
員

　用地売却問題は
　　　　ついに訴訟に発展

N
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一
般
質
問

化
対
策
や
子
育
て
支
援
策

の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
は
、
策
定
中
の

新
た
な
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
子
育

て
世
代
の
声
を
十
分
に
反

映
し
、
安
心
し
て
子
供
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
考
え
で
あ

る
。

問　

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
か
つ
て
、
日
本
は
水

と
安
全
は
た
だ
、
ま
た
女

性
の
夜
一
人
歩
き
も
大
丈

夫
だ
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
治

問　

一
人
の
女
性
が
生
涯

生
む
子
供
の
数
、
合
計
特

殊
出
生
率
が
毎
年
過
去
最

低
を
記
録
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
原
発
事
故
に
よ

り
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て

い
る
状
況
で
も
あ
る
。
こ

う
し
た
急
速
な
少
子
化
の

進
行
が
社
会
保
障
を
初
め

と
し
、
我
が
国
の
社
会
経

済
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
判
断
す
る
。

子
育
て
支
援
に
関
す
る
積

極
的
な
取
り
組
み
を
伺

う
。

答　

少
子
化
の
状
況
は
、

震
災
以
降
出
生
数
が
減
少

し
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
14
歳
ま

で
の
人
口
は
年
々
減
少
し

て
い
る
。
平
成
20
年
度
に

策
定
し
た
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支

援
、
地
域
に
お
け
る
子
育

て
相
談
や
支
援
事
業
を
展

開
し
本
年
度
か
ら
幼
稚
園

と
保
育
園
の
授
業
料
等
の

無
料
化
を
行
う
な
ど
少
子

安
の
よ
い
国
と
思
わ
れ
て

き
た
。
最
近
で
は
凶
悪
な

犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
振
り
込
み
詐

欺
、
空
巣
、
車
上
荒
ら
し
、

自
動
車
窃
盗
、
痴
漢
、
変

質
者
へ
の
防
犯
対
策
な
ど

の
考
え
を
伺
う
。

答　

関
係
機
関
と
情
報
共

有
化
を
図
り
、
地
域
住
民

の
安
全
、
安
心
の
確
保
に

取
り
組
む
。

質問を終えて
　少子化対策と教育改革
が一番である。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

地
域
ぐ
る
み
の
安
全
･

安
心
の
推
進
は

❷ 

市
立
病
院
の
健
全
経
営

の
施
策
の
考
え
は

少
子
化
対
策
の
強
化
は

少
子
化
対
策
の
強
化
は

鈴
木 

貞
正 

議
員

昨年の市民植樹祭（鹿島区）

度
の
計
画
と
、
そ
れ
を
平

成
30
年
度
の
天
皇
陛
下
を

お
招
き
し
て
の
全
国
植
樹

祭
へ
ど
う
繋
げ
る
の
か
。

答　

昨
年
の
市
民
植
樹
祭

は
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
盛
会
に
実
施
で
き
た
こ

と
か
ら
、
今
年
度
も
開
催

を
目
指
し
て
場
所
、
樹
種

な
ど
に
つ
い
て
県
と
協
議

中
で
あ
る
。
全
国
植
樹
祭

は
、
県
の
全
国
植
樹
祭
準

備
委
員
会
の
内
定
を
受

け
、
場
所
に
つ
い
て
は
年

度
末
に
正
式
に
決
定
す

る
。

問　

原
子
力
災
害
避
難
計

画
に
つ
い
て
、
県
の
計
画

と
市
の
計
画
に
齟そ

ご齬
が
有

る
が
、
市
民
が
混
乱
す
る

た
め
精
査
す
る
考
え
は
。

答　

市
は
県
外
へ
の
避
難

を
計
画
し
て
お
り
、
年
度

内
に
県
外
避
難
先
を
県
が

調
整
す
る
。

問　

復
興
総
合
計
画
に
お

け
る
「
市
民
総
幸
福
量
」

の
指
標
化
に
つ
い
て
、
先

の
議
会
に
お
い
て
総
合
計

画
の
達
成
度
や
進
捗
度
を

測
る
指
標
の
設
定
を
行
う

こ
と
で
検
討
し
て
い
る
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
､
ど

の
よ
う
に
計
画
に
盛
り
込

む
の
か
伺
う
。

答　

幸
福
度
の
指
標
化
に

つ
い
て
は
研
究
段
階
で
あ

る
が
、
幸
福
度
に
寄
与
す

る
施
策
に
つ
い
て
指
標
を

作
り
、
実
現
に
向
け
幸
福

度
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

問　

移
住
者
の
ご
み
出
し

マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
住

所
を
移
さ
ず
隣
組
に
も
加

入
し
な
い
住
民
へ
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

住
民
票
の
移
動
の
な

い
方
の
把
握
は
困
難
で
あ

り
、
ア
パ
ー
ト
管
理
者
へ

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
配
布
な

ど
の
協
力
依
頼
を
す
る
。

問　

市
民
植
樹
祭
の
今
年

質問を終えて
　幸福の条件は、豊かな
人間関係。働くこと。健
康。感受性ある心。自分
に見合ったお金。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

新
し
い
森
づ
く
り
は

❷ 

防
災
計
画
に
お
け
る
要

保
護
支
援
者
対
応
は

❸ 

交
通
弱
者
の
た
め
の
公

共
交
通
施
策
は

最
大
市
民
の

最
大
市
民
の

最
大
幸
福
を
願
っ
て

最
大
幸
福
を
願
っ
て

小
川 

尚
一 

議
員

人工芝で遊ぶ園児（原町区）


